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政
治
家
︵
候
補
者
︑
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に

あ
る
者
︶
が
︑
選
挙
区
内
の
人
に
寄

附
を
す
る
こ
と
は
︑
法
律
で
厳
し
く

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

を
勧
誘
し
た
り
︑
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
︒

公
正
な
選
挙
︑
お
金
の
か
か
ら
な

い
選
挙
の
実
現
の
た
め
︑
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
︒

寄
附
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

○
お
歳
暮
や
お
年
玉
︑
入
学
祝
い
︑

卒
業
祝
い

○
病
気
見
舞
い

○
開
店
祝
い
や
落
成
式
の
花
輪

○
お
祭
り
・
地
域
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
の
催

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入

れ
○
結
婚
祝
や
葬
式
の
香
典
︵
た
だ
し
︑

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
し
︑
通

常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
な

い
場
合
は
︑
処
罰
の
対
象
外
︶

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は
︑
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
て
︑
答
礼
︵
相
手
方
へ
の
返
事
︶

区
で
は
︑
平
成

～

年
度
の
ス

27

31

ポ
ー
ツ
振
興
の
道
す
じ
を
示
す
﹁
江

東
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
﹂
を
策
定

し
ま
し
た
︒

こ
の
計
画
を
実
施
す
る
た
め
﹁
江

東
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
連
絡
会
﹂
を
設

置
し
︑
計
画
の
進
捗
管
理
等
を
行
い

ま
す
︒
連
絡
会
の
委
員
の
う
ち
︑
区

民
を
代
表
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
︒

▢人

歳
以
上
の
区
民
の
方
�

人

20

︵
選
考
に
よ
り
決
定
︶﹇
任
期
﹈委
嘱

の
日
か
ら
平
成

年
�
月
ま
で
︵
会

29

議
は
平
日
の
夜
間
年
�
回
程
度
開
催

予
定
︶﹇
謝
礼
金
﹈
�

回
�
︑
�

�

�

円﹇
選
考
﹈一
次
審
査
︵
作
文
)・
二
次

審
査
︵
面
接
︶

※
�
月
中
旬
に
一
次
審
査
通
過
者
へ

連
絡
︒
審
査
結
果
は
�
月
中
に
応
募

者
全
員
に
通
知

▢締
�
月
	
日
︵
火
︶
必
着

▢申
﹁
江
東
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
﹂
へ
の
意
見
や
考
え
方
を
記
載
し

た
作
文
︵


�
�
字
程
度
・
Ａ
�
用

紙
︶
と
︑
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

135

8383

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
へ
郵
送
ま
た
は

持
参

☎
(
�
�
�
�
)
�




�

※
﹁
江
東
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
﹂

は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

34

等
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
場

合
︑
負
傷
の
内
容
に
よ
っ
て
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
適
用
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

医
療
保
険
の
適
用
と
な
る
場
合

○
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
︑
急
性
ま

た
は
亜
急
性
の
外
傷
性
の
骨
折
︑

脱
臼
︑
打
撲
お
よ
び
ね
ん
ざ
等

︵
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含
む
︶

と
診
断
ま
た
は
判
断
さ
れ
て
施
術

を
受
け
た
と
き
︵
内
科
的
原
因
に

よ
る
疾
患
は
対
象
外
︒
ま
た
︑
骨

折
お
よ
び
脱
臼
は
︑
応
急
手
当
を

す
る
場
合
を
除
き
︑
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
す
︒
︶

○
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
け
が
や
痛
み

で
︑
そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
と
き

保
険
適
用
対
象
に
な
ら
な
い
例

○
疲
労
性
・
慢
性
的
な
肩
こ
り
や
筋

肉
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や

改
善
の
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

○
同
じ
負
傷
に
つ
い
て
保
険
医
療
機

関
で
治
療
中
の
場
合

○
労
災
保
険
等
が
適
用
さ
れ
る
負
傷

等
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
の
は
治

療
を
目
的
と
し
た
場
合
で
あ
り
︑
保

険
適
用
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
︑
負
傷
の
原
因
は
正

確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
施
術

が
長
期
に
わ
た
る
場
合
︑
内
科
的
要

因
等
の
原
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
︑

医
師
の
診
察
を
お
受
け
く
だ
さ
い
︒

窓
口
支
払
い
の
領
収
書
は
︑
無
料

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
︑

年
賀
状
︑
寒
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
︒

後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
︵
い
わ
ゆ
る
後
援
会
︶

が
︑
選
挙
区
内
の
人
に
花
輪
︑
香
典
︑

祝
儀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

を
出
す
こ
と
は
︑
政
治
家
本
人
同
様

に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
し
︑

一
定
期
間
を
除
き
︑
後
援
団
体
が
自

ら
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
旅
行
や

印
刷
物
の
発
行
等
の
事
業
に
関
し
て

は
︑
寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

忘
年
会
や
新
年
会
の
案
内
状
に
は

会
費
を
明
記

会
費
を
徴
収
す
る
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
で
︑
政
治
家
の
方
を
招
く
場

合
に
は
︑
必
ず
案
内
状
に
会
費
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
︵
金
額
は
他
の
参

加
者
と
同
一
金
額
︶
︒

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
向
け
︑

介
護
人
材
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
︒
介
護
業
界
の
可
能
性
・
求
め

ら
れ
る
人
材
像
に
つ
い
て
の
講
義
や
︑

介
護
技
術
の
体
験
・
見
学
等
を
と
お

し
て
︑
介
護
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ

を
学
ぶ
研
修
を
実
施
し
ま
す
︒
修
了

後
は
︑
介
護
事
業
所
へ
の
就
労
サ
ポ

ー
ト
や
︑
介
護
関
連
資
格
取
得
研
修

の
案
内
等
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
)・

日
︵
日
)・

16

17

日
︵
土
)・

日
︵
日
︶
午
前

時

23

24

10

～
午
後
�
時
︵
全
�
回
︶

▢場
﹇
土
曜
﹈高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
第
�
研
修
室
︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶﹇
日
曜
﹈︵
株
︶
日
本
教
育
ク
リ
エ

17イ
ト
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
錦
糸
町
教

室
︵
墨
田
区
錦
糸
�
︱

	
︱

︶
11

▢人
介
護
事
業
所
へ
の
就
業
に
興
味

や
関
心
の
あ
る
方

人
︵
申
込
順
︶

20

▢費
無
料
︵
会
場
・
見
学
施
設
ま
で

の
交
通
費
は
自
己
負
担
︶

▢内
介
護
の
基
礎
知
識
︵
認
知
症
ケ

ア
等
︶
︑
移
動
介
助
等
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
施
設
見
学
︑
介
護

職
員
に
よ
る
講
話
︑
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
相
談
等

▢締
�
月


日
︵
金
︶
午
後
	
時

▢申

月
�
日
︵
月
︶
午
前
�
時
か

12

ら
電
話
で
︵
株
︶
日
本
教
育
ク
リ
エ

イ
ト
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
福
祉
課
指
導
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�


�

で
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
︑
必
ず
も
ら

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

柔
道
整
復
は
本
来
︑
療
養
費
︵
い

っ
た
ん
全
額
を
支
払
い
︑
後
か
ら
自

己
負
担
分
を
除
い
た
金
額
を
医
療
保

険
者
に
申
請
し
て
受
け
取
る
︶
で
す

が
︑
例
外
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
︑

施
術
所
窓
口
で
自
己
負
担
金
を
支
払

い
︑
柔
道
整
復
師
が
患
者
の
方
に
代

わ
っ
て
保
険
請
求
を
行
う
﹁
受
領
委

任
﹂
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
︒

施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
︑
柔
道

整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内

容
を
よ
く
確
認
し
て
︑
受
取
代
理
人

欄
︵
住
所
︑
氏
名
︑
委
任
年
月
日
︶

に
署
名
し
ま
し
ょ
う
︵
手
首
の
負
傷

等
に
よ
り
直
筆
で
き
な
い
場
合
は
代

筆
も
可
能
で
す
が
︑
そ
の
場
合
に
は

な
つ
印
が
必
要
で
す
︶
︒

▢問
医
療
保
険
課
保
険
給
付
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�



区
営
東
陽
二
丁
目
駐
車
場
の
︑
平

成

年
�
月
�
日
︵
金
︶
か
ら
の
定

28
期
駐
車
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
︒

﹇
利
用
期
間
﹈平
成

年
�
月
�
日
～

28

平
成

年
�
月

日
︵
こ
の
間
毎
年

33

31

�
回
確
認
更
新
の
手
続
き
を
実
施
︶

﹇
所
在
地
﹈教
育
セ
ン
タ
ー
地
下
�
階

︵
東
陽
�
︱

�
︱

�
︶

﹇
募
集
台
数
﹈
�
�
�
台
︵
申
込
は
�

世
帯
�
台
で
公
開
抽
選
︒
結
果
は
申

込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
︶

﹇
駐
車
料
金
﹈月
額
�
�
︑
�
�
�
円

︵
予
定
︶

﹇
利
用
条
件
﹈下
表
の
と
お
り
※
条
件

す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す

▢締

月

日
︵
火
︶
必
着

12

22

▢申
経
理
課
管
財
係
︵
区
役
所
�
階

�
番
︶
に
あ
る
申
込
書
︵
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
︶
に
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
経
理
課
管
財
係
へ

135

8383

郵
送
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
	
� ▲介護業界へ、一歩を踏み出しませんか

利用条件

・普通自動車、小型自動車、軽自動車

(二輪車除く)※トラック不可

・全長5m以下、高さ2m以下、全幅2m

以下の車

・個人が所有している車(法人所有お

よび営業の車は利用できません。)

駐車可能な車

東陽二丁目駐車場から半径2km以内

に居住し、申込者本人が車を所有して

いる方

申込資格


